
NO.

・ＨＰリビングライフ株式会社

・前澤給装株式会社

■ 住宅等における環境対策や健康向上に資する技術開発
住宅等におけるストック活用、長寿命化対策に資する技術開発
住宅等における防災性向上や安全対策に資する技術開発

■技術開発の概要

既存給湯器20号 二重配管構造即湯ﾍｯﾀﾞｰ

従来型ﾍｯﾀﾞｰ

二重配管構造即湯ﾍｯﾀﾞｰ+従来型ﾍｯﾀﾞｰ設置 給湯循環ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ試作機設置

給湯器+循環ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ設置

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

給湯循環ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ試作機

（継続提案）
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約　　135　　百万円
技術高度化
の期間

平成26年度　～ 28

H27年度実証実験

H27年度製品化検証⑤大口径二重配管構造先分岐継手試作･配管損失･製品化等確認

技術開発
提案名

二重配管構造の給湯新配管システム等の技術開発

事業者

技術開発
経費の総額
（予定）

年度

①新即湯ﾍｯﾀﾞｰｼｽﾃﾑ即湯性･省ｴﾈ効果・二重配管構造断熱効果

平成26年度新即湯ｼｽﾃﾑ(二重配管構造即湯ｼｽﾃﾑ)集合住宅有効性実証実験等成果・進捗状況

背景・目的

即湯ｼｽﾃﾑ実証実験施工

H28年度実証実験

M１ﾓｰﾄﾞ実証実験

H27年度実証実験

　既存給湯ｼｽﾃﾑから即湯ｼｽﾃﾑに改善し省ｴﾈ効果拡大、入浴等でのお湯待ち回
避し不快感解消

試作機実証施工実験

③ｶﾞｽ･ｴｺ貯湯電気湯給湯器即湯性･省ｴﾈ確認･循環ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ製品化

②新即湯ｼｽﾃﾑ給湯循環ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄのｺﾝﾊﾟｸﾄ化･省ｴﾈ・機能改良点確認

④新即湯二重配管構造先分岐ｼｽﾃﾑ即湯性･省ｴﾈ効果･断熱効果等確認

⑥大口径二重配管構造先分岐継手量産化･即湯性･省ｴﾈ･断熱効果等確認
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　二重給湯管による給湯システムの省エネ、節水対策として早期の製品化が望まれる。ま
ずは住宅用に注力した技術開発の完了を期待する。

②某ﾋﾞｼﾞﾈｽﾎﾃﾙ･大規模軽井沢別荘･寒冷地福島住宅現地調査結果により先分岐継手･大口径継手の必要性確認

③集合住宅対応給湯循環ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ試作機によりｺﾝﾊﾟｸﾄ化,ｶﾞｽ･ｴｺ貯湯電気兼用ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄの改良点等確認

平成26年度実証実験・現地調査結果

A:主給湯流量･温度,B:主返湯流量･温度,C:各水栓(洗面･ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝ･ｼｬﾜｰｾｯﾄ)流量･温度,D:各水栓ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管表面温度

総評

標準4人家族 450L 給湯使用ｼｭﾐﾚｰｼｮ 参考 標準4人家族 休日在宅610L 給湯使用実証実験ｼｭﾐﾚｰｼｮ 参考ﾃﾞｰﾀ

E:各水栓配管保温材表面温度,F:循環ﾎﾟﾝﾌﾟ稼働時間,G：上水温度,H:主給湯圧力,I:主返湯圧力,J:ﾍｯﾀﾞｰ廻温度,K:外気温度

①M1ﾓｰﾄﾞ基準による実証比較実験(従来型･二重配管構造ﾍｯﾀﾞｰ)測定項目によりﾃﾞｰﾀ確認(1秒毎ﾃﾞｰﾀ収集)

配管保温材ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ表面温度

配管ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管16A表面温度

配管ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管10A表面温度

配管保温材ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ表面温度

保温材付二重配管構造給湯管と単管構造給湯管 断熱効果実験ﾃﾞｰﾀ例

二重配管構造即湯・従来型ﾍｯﾀﾞｰｼｽﾃﾑ ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ比較表
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